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少子イヒで生徒減に備え
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l

睦
　
噸
詫
籍
鞘

ニ
告
覇
と
浜
田
城
南
辺
の
整
備
計

検
討
会
が
発
足
、
初
会
合

少
子
化
の
進
展
に
伴
う
生
徒
数
の
減
少
に
備
え
、
江
津

市
は
9
日
、
市
内
の
県
立
高
校
2
校
（
江
津
、
江
津
エ
）
の

在
り
方
を
考
え
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
同
市
江
津
町
の

市
役
所
で
初
会
合
を
開
い
た
。
市
、
市
教
育
委
員
会
、
市
内

の
小
中
学
校
長
や
P
T
A
関
係
者
ら
が
委
員
を
務
め
ゝ
地

域
の
子
ど
も
に
と
っ
て
望
ま
し
い
2
校
の
在
り
方
を
計
4

回
協
議
し
、
検
討
結
果
を
2
月
下
旬
に
山
下
修
市
島
へ
報

告
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

江
津
市
内
の
県
立
高
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
委

員

検
討
会
は
、
県
立
高
校
の
再

編
成
の
指
針
を
盛
り
込
ん
だ
基

本
計
画
（
2
0
0
9
～
1
8
年
度
）

な
ど
を
踏
ま
え
、
県
教
委
が
再

編
成
方
針
を
決
め
る
前
に
、
地

元
之
し
て
の
考
え
を
示
す
目
的

で
設
置
し
た
。
委
員
は
市
内
の

P
T
A
、
校
長
会
、
経
済
団
体
、

行
政
機
関
な
ど
の
関
係
者
1
5
人

が
務
め
る
。

両
校
の
1
4
年
度
の
定
員
充
足

率
は
と
も
に
6
8
・
3
％
で
、
定

員
を
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
名
学
年
3
学
敬
の
江
津

（
普
通
科
の
登
は
1
5
年
度
入

学
生
か
ら
2
学
級
に
減
少
。
江

津
工
は
現
在
各
学
年
3
科
（
建

築
科
、
機
械
科
、
総
合
電
機
科
）

3
学
級
だ
が
、
近
い
将
来
、
県

教
委
が
専
門
高
腰
の
統
廃
合
の

基
準
と
す
菩
1
学
年
2
学
級
」

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

初
会
合
に
は
県
教
委
の
担
当

者
や
雨
諒
校
長
も
出
席
。
市
の

担
当
者
が
生
徒
数
の
推
移
な
ど

を
報
告
し
た
後
、
県
教
票
違

当
者
が
再
編
成
基
本
計
画
の
ポ

イ
ン
ト
を
、
両
高
校
長
が
各
校

の
現
状
を
説
明
し
た
。

検
討
会
長
に
就
い
た
松
田
夏

夫
・
元
浜
田
高
校
長
は
「
地
域

の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
ど
う
い

う
方
向
が
良
い
の
か
を
第
一
に

考
え
、
意
見
を
ま
と
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

市
は
、
検
討
結
果
を
基
に
県

教
嚢
へ
の
要
望
書
澄
ま
と
め
、

1
5
年
度
の
早
い
時
期
に
提
出
し

た
い
考
え
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
「
島
棍
叫

廉
益
田
市
産
ゆ
ず
」
と
明
記

除
草
委
託
金
を

振
り
込
み
ミ
ス

益
田
市
が
謝
罪

益
田
市
は
9
日
、
自
治
会
に

議
員
ら
疑
問
や

殻
を
簡
易
に
し
初
期
投
資
を
抑

え
る
川
浜
田
城
周
辺
の
整
備
は

国
庫
補
助
金
や
地
方
債
を
橡
力

浜
田
市
は
9
日
、
2
0
1
5

度
以
降
の
主
要
事
業
と
し
て
計

画
し
て
い
る
瀬
戸
ケ
最
地
区
阻

周
辺
施
設
へ
の
波
及
効
果
を
生

むのが狙い。　、

計
画
で
は
、
県
と
市
が
所
有

す
る
瀬
戸
ケ
島
地
賢
約
4
万

充
当
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
全

体
の
事
業
費
の
き
ち
、
市
の
実

質
負
担
は
両
事
業
と
も
約
6
億

円
程
度
で
済
む
見
通
し
。

久
保
田
萱
葡
市
長
は
一
「
リ
ス

ク
は
最
小
限
に
し
な
け
れ
ば
な

一
熱
願
磯

原
ふ
書
畠
身
菅
の
祭
－

注
目
を
集
め
る

古
里
発
展
期
待

一
策
京
島
根
県
人
新
年
会

首
都
圏
在
住
の
島
根
県
関
係

者
が
集
う
棄
京
島
棍
県
人
新
年

京
島
根
県
人
会
（
坂
根
正
弘
会

長
）
と
東
京
島
根
経
済
ク
ラ
ブ

（
川
崎
達
之
会
長
）
の
会
員
ら

約
1
0
0
人
が
参
光
し
、
古
里

の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
た
。

川
崎
会
長
は
あ
い
さ
っ
で
、

「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
が

持
て
な
い
よ
う
で
は
、
本
当
の

豊
か
さ
と
は
言
え
な
い
」
と
述
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し
て
あ
る
。
山
崎
製
パ
ン
の

人
気
葉
子
パ
ン
「
ラ
ン
チ
パ

ッ
ク
」
に
同
市
産
の
ユ
ズ
果

汁
入
り
ゼ
リ
ー
を
使
用
し
た

新
商
品
が
登
場
し
、
中
四
国

限
定
で
今
月
か
ら
販
売
さ
れ

て
い
る
。
地
元
人
と
し
て
、

も
ち
ろ
ん
買
っ
て
食
べ
た
。

同
商
品
の
ご
当
地
シ
リ
ー
仙

ズ
の
中
で
市
名
ま
で
入
る
の

は
珍
し
く
、
号
」
に
は
商
品

支
払
う
市
道
除
草
の
季
託
金
1
2

万
6
千
円
を
誤
っ
て
偽
の
自
治

会
の
口
座
に
振
り
込
ん
だ
、
と

発
表
し
た
。
由
自
治
会
に
謝
罪

し
、
返
金
を
受
け
て
お
り
、
修

正
し
て
振
り
込
む
こ
と
に
し
て

いる。市
に
よ
る
と
、
醇
年
1
2
月
、

担
当
者
が
委
託
料
の
支
払
時
に
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導
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
で
成

果
を
上
げ
て
い
竃
掌
優
肇

両
校
の
特
貴
志
充
実
さ
せ

る
た
め
、
県
外
か
ら
の
生
徒
夢

集
枠
拡
大
や
「
都
愚
版
高
校
魅

詣
開
鮎
錨
琵

り
組
む
よ
う
求
め
て
い
る
。

山
方
で
、
少
子
化
の
進
行
や
、

2
0
1
5
年
渡
㈲
獄
江
津
が
1

単
年
2
暮
慮
り
蒜
津
工

机 撃
在
や
情
等
童
話
へ

在
り
方

検
討
会

報
告
書
案
ま
と
め
る

衰
責
謝
れ
が
続
く
江
津
市
内
の
県
重
屡
2
校
（
江
津
、
江
津
工
）
の
在
忍
甚
考
え
る
・

倹
尉
会
が
1
1
年
同
市
江
津
町
の
貯
役
所
で
4
回
目
の
会
合
を
開
き
、
両
校
の
生
徒
確
保
に

向
け
て
、
魅
力
化
萱
等
情
報
発
信
を
県
教
育
委
員
会
に
要
請
す
る
こ
と
な
ど
を
市
に
求
め

）
乏
二
】
’
l
三
、
．
：
一
．
－
、
J
一
一
ヽ
：
ヽ
ノ
，
■
ち
　
　
　
　
　
∵
一

ま
と
め
た
。

出
撃
日
御
碕
小

の
同
年
度
」
疲
入
試
の
志
臍
倍

率
が
0
・
′
別
儀
に
と
ど
ま
っ
た

現
状
を
踏
亭
彗
将
来
的
な
統

廃
合
掛
可
能
性
に
皇
笈
。

享
ど
も
の
視
点
に
立
ち
、
邁

徒
が
自
宅
か
ら

妾
悉
葦
嘉
内
の
2
校
の

県
立
膚
校
の
凝
廃
合
は
、
避
け

で
通
れ
な
い
こ
と
は
理
解
す

る
」
と
の
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
。

ま
た
、
県
教
委
が
仮
に
2
校

を
統
合
す
る
場
合
、
地
元
の
懸

念
や
不
安
に
つ
い
て
住
民
と
十

分
に
意
見
交
換
し
、
解
決
の
方

向
を
衷
心
た
土
で
再
編
計
画
を

康
定
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

会
合
は
こ
の
日
が
最
後
。
後

詰
瑠
識
鷲
駅

夏
凄
蔑
那
山
下
惨
市
長
へ
提

出
す
る
。
L
ト

2
0
1
4
年
度
末
に
閉
校
す

る
出
雲
市
立
日
即
諾
小
学
校

（
出
雲
市
大
社
町
鼠
哲
を

卒
業
し
た
餌
う
3
0
代
の
男
女
3

人
が
、
2
1
日
爪
蘭
校
式
で
流
す
．

フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
を
制
作
し
て

い
る
。
地
元
住
民
や
卒
業
生
ら

が
同
校
へ
の
感
謝
や
思
い
出
を

記
ん
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
持

つ
姿
を
集
め
て
温
奏
し
、
慣
れ

親
レ
ん
だ
学
び
や
と
の
別
れ
に

花
を
琴
見
る
。
▲

発
起
人
と
な
っ
た
の
は
安
田

大
層
さ
ん
（
空
、
吉
田
勝
俊
さ

ん
（
嬰
、
吉
田
麻
由
さ
ん
（
3
0
）
。

閉
校
式
を
彩
ろ
う
と
、
同
校
と
、

同
日
閉
園
す
る
隣
接
の
市
立
日

御
碕
幼
堆
園
へ
の
感
蘭
の
思
い

や
思
い
出
を
テ
ー
マ
に
し
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
昨
年
1
2
月
以
降
、

集
め
始
め
た
。

堪
元
で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
出
向
い
て
撮
影
し
た
り
、
．
日

御
碕
小
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た

ち
か
ら
写
真
を
送
っ
て
も
ら
っ

校
、
の
給
食
食
材

．5

茸
寺
年
度
に
県
内
小
中

学
校
の
姶
牽
使
用
さ
れ
海
食

F
一
）
r
、
一
）
ヽ
墓
1
↓
ゴ
善
一
｝
正
弘
き
丹
L

く
浸
透
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因

と
み
て
い
る
。

H
リ
巨
萱
、
J
5
巨
勢
至
鵠
4

％
へ
キ
ノ
コ
類
は
7
・
1
澤
増

の
耶
・
1
％
と
な
っ
た
。

毎
町
村
別
で
は
、
海
士
町
が

8
2
・
1
％
と
最
も
高
く
、
知
夫

村
7
9
・
7
％
、
言
質
町
7
1
・
9

％
と
続
い
た
。
億
か
っ
た
の
は

優
駿
の
島
町
の
甲
1
％
、
松

r
苛
か
昼
・
3
％
だ
っ
た
。

た
り
し
て
、
子
ど
も
か
ら
9
0
代

ま
で
幅
広
い
世
代
か
ら
目
標
の

1
0
0
枚
を
集
め
た
。

笑
顔
と
共
に
「
た
く
さ
ん
の

思
い
出
あ
り
が
と
う
」
「
チ
ビ
も

た
ち
が
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
」
な
ど
〕
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が

並
ぶ
写
真
は
、
安
田
さ
ん
が
パ

・盟

次
代
を
担
う
焉

夢
を
宿
介
す
る

は
、
く
も
ぎ
保
裔

七
条
）
の
5
歳
旧

石
橋
．
紗
羅
米

ん
に
な
り
た
い
沖

植
田
　
陸
士
東

チ
の
オ
ロ
チ
に
沖

杉
奉
　
舷
ち
劇

に
な
る
ぞ
。

岡
田
　
奈
々
要

チ
の
ジ
バ
ニ
ヤ
り

遷
し
て
日
御
袴
の
長
さ
に
気
尉



厘琴妻の寿司

学年で約川0人か在疎した
…高校がなくなったことで
「でチビも蟄見かける綴
喜金城減り、活気が失われた」
妻と誕汚‾b
ま　公共衆意肺を償った主薩

蔓草や商店での舞い物、教員

感
・■‾・－■＿二：・ト・1．し＿：■こ

エ批剛故　江奉町）
・甲板19弾苧
・拙く2014年度）却人　一
・在一陸生（l司）の出身地　江需市112

人、加入、大野籾2人、その他
派内9人、軌1人

【江津碕触正融2校の態打
石見瑚愛（郭脚力
・樅19四年　、
・在校生（2014年度）519人（うちミ工

墾市布　幡11むU
キリスト瑚校（別町）
・幣校19静牢
・在校生（2014年度）一柊人く江津市出

禽誓なし）

【正郎内の中学改ヰ義予定者の推移】
2015年3月卒　20号人
18年3月牢　221人
け牢3月串197人
18年8月牢　乱入
19年3月革　猟人
淋3月串　177人
21年3月牢1三唱人
22年3月卒　瓢人
23年3月卒1モ侍人

発生41人のうち8人だ仇　三分靴が選んでいる。　；の定圧など、柘蒔効果も少
飯南高校（飯南町野蕾）やi　同町の三上利三叔帝課長；なからずあっただけに、町
大田苗校（大田市大田町）、三は「統合の紺を数字で立言商工会の一緒係者もr当時慰

浜輔重く闊川町）
・開校1893年
・触（2014年度）814人
・崩安生く岡）の出身地　浜田布527

人ヽ江二王争覇給3人、益庄白市3人、その■他
県的10人、掛11人

鯛水盛高校（瀬戸ケ卸町）

警愛妻壁書中書紆曽上

訴で
言雷
撃幸

17年3月革　4臥
18年3月卒　487人

19年3月卒　458人　　　　‘爪－′‘’中’『1｛、卿．‾′■叫一°′

2畔3月革476人　：慧生一票稲川臥
21年3月革　487人　　　・在校生（問）の出身地　浜田市99人、○讐書　芸三言芸監　禁認i7実姉2人、その他県内

廃校消えた莫挿画地域の衰退現実味帯びる
PTA閤稀者らが反対した
が、かなわなカヽった。邑智の

校舎は現在、邑智中学校の
校舎として使われている。
一方で、統合されたから

と音って、町内の中学生が
農根中央に進学するケース

生徒数の減少を理由にJ‖二　興教育撃照会が邑智の読
本高校と邑智高校が統合…金方針を発表したのは20な
し、罰07年に島根中央高校ミ年だった。それ以前にも県
（川本町川本）が冠生した。：敬重はr県立高校再編成塞
川本を棚としたため、言本計画」の中圃音とめで、1時
患者があった実姉町は、隠■校の統合を示唆。存疏校で
妓諸島を除書、県内の市町；はない竜宮の地元・欒押l町
で唯一、謬校がない町にな：では「地域の鮎につなが…は多くなレち町教育安貞会…矢上高校（邑南釘矢上）な…すことは魅しいJとしつつ：愈していたことは無にな
った。　　　　　　；る」という癒念から、鯉や…によると、1絆蜜の中学卒どへの遼学力増えており、ども、統合前の08年度には3・つている」と函らした。

患
県
百
許
の
浜
田
、
岳
帯
が
、
帝
円
の

学
校
関
係
菅
や
P
T
A
ら
で
つ
く
る
泰
着
校

の
在
り
方
検
討
会
－
を
立
ち
上
げ
、
将
来
的
な
熟

轟
の
胃
癌
を
め
や
垂
加
還
さ
せ
て
い

為
。
雷
市
内
の
浜
田
、
丙
田
鹿
兼
、
浜
田
水
産

の
3
校
と
、
善
内
の
正
雪
江
津
曹

校
は
、
少
子
化
の
勝
者
で
定
員
紺
私
の
書

き
、
爵
惑
楽
と
浜
田
水
産
は
錦
等
萎
飼
会
が

澄
め
る
統
鹿
妻
に
彗
す
る
。
遷
仏
の
学
校

を
嘉
す
る
の
か
、
統
合
や
む
な
し
か
－
。
さ
ら

な
る
入
学
者
華
の
減
少
が
潤
足
さ
れ
る
申
、
爵

会
で
は
素
見
が
留
れ
竜
浜
田
、
江
津
両
市
の
琶

蓑
遍
、
県
教
賓
望
象
へ
そ
し
て
「
既

に
撃
が
行
わ
れ
、
喪
が
な
く
な
ヱ
豪
諒
面

の
寮
を
ま
と
め
た
。
（
法
曹
裔
・
蓋
、

西
部
本
社
蟹
竜
野
・
白
襲
）

生
叢
の
蓋
え
、
愚

見
教
育
義
金
が
定
め
た
r
県
裏

書
　
（
2
0
0
9

～
ほ
年
度
）
に
よ
る
と
、
薯

は
1
学
年
2
学
級
の
憲
で
言
責

学
級
に
な
っ
た
り
、
2
学
級
に
な
る
　
璽
任
の
計
画
網
走
以
前
に
も
、
興

こ
と
が
見
込
萎
箸
場
合
皇
筈
を
内
で
は
、
東
部
に
比
べ
て
人
口
の
少

萄
Y
統
合
ま
た
は
靂
血
書
な
い
西
部
で
県
立
高
校
の
汚
濁
が
避

雷
、
2
年
前
の
1
義
夫
ま
で
ん
で
い
る
。

に
穿
論
考
公
表
す
る
。
　
　
1
9
9
5
年
に
逸
憲
章

教
育
水
準
確
保
へ
一
定
規
模

充
足
率
が
約
％
を
2
嘉
で
下
回

怒
こ
と
見
込
ま
れ
る
場
合
、
専
横
か
、

近
隣
高
校
と
の
成
合
静
最
尉
す
る
と

産
め
て
い
る
。

再
描
訃
陸
曝
、
書
蓋
藁
（
大
野
田
仁
摩
打

数
な
ど
濠
教
育
の
水
準
を
詳
俣
す
仁
万
）
に
普
さ
れ
た
ほ
か
、
2
0

る
た
め
、
一
定
の
蓋
9
皐
に
堵
益
田
工
業
琴
森
岳

廃
が
必
要
と
い
う
曹
見
に
基
づ
い
て
重
要
川
玩
合
し
て
壷
篇

専
門
高
校
の
苦
は
、
1
学
年
2
い
る
。

校
（
益
田
市
高
津
3
丁
目
）
が
設
立
、

江
津
市
は
ユ
月
、
建
象
れ
が
読
く

江
津
、
江
津
義
の
蓑
2
校
の

在
り
方
を
考
え
る
挨
討
垂
貞
壷
を
疲

喝
羞
菅
や
坐
m
姦
丁
校
長
、
P
T
A

関
係
者
ら
で
つ
く
る
要
具
l
b
人
が
、
舞

教
委
が
蓑
の
宮
虚
芳
針
を
家
と

め
る
前
に
、
些
花
と
し
て
空
曹
余
宗

甘
た
め
、
磁
胎
を
進
め
て
い
る
。

賓
仏
2
0
1
4
年
度
、
と
も
に
l

学
年
皇
敢
（
在
県
1
2
0
人
U
だ
っ

た
が
、
過
去
3
年
間
の
平
均
定
重
用
足

串
は
岳
・
8
％
、
江
津
〓
業
7
1
・

l
％
。
と
も
に
定
員
閻
机
が
常
態
但
し
、

近
い
拓
来
、
警
対
象
に
な
る
可
能

蝕
か
あ
ー
句

点
扱
感
は
既
に
高
ま
っ
て
い
る
。
孝

義
科
の
み
の
江
津
は
1
5
毎
度
か
ら
基
一

年
2
学
級
（
定
義
T
O
に
減
少
。
県

教
委
の
徳
望
量
琴
で
は
、
1
誓

学

散

の

書

直

の

雷

皇

統
で
定
員
充
定
率
が
即
鯵
を
下
晋
と

嗣
配
両

見
替
れ
曇
、
嚢
と
の
試

合
対
象
と
な
る
。
県
警
2
月
に
発

声
）
た
萎
一
級
入
試
志
票

を
見
る
と
、
江
津
の
頸
争
率
は
髪

比
0
▲
等
増
の
0
・
夢
宏
っ
た

軍
令
管
市
内
の
蓋
旺
液

少
傾
向
に
あ
り
、
硫
営
農
着
信
常

に
つ
き
爵
と
う
．

さ
ら
に
霧
な
の
が
盗
膵
二
乗
だ
。

総
合
屯
牽
3
学
級
だ
が
、
蓋
の

発
争
革
萄
啓
告
密
売
が
と
も
に

0
・
5
倍
等
特
に
総
合
電
気
は
県

翌
も
低
い
〇
・
調
億
で
、
葦

が
専
門
高
校
の
統
毒
に
示
す
T

単
孝
2
学
撃
が
現
実
味
を
帯
び
る
。

少
革
虚
に
加
え
、
市
内
に
石
見
等

舘
、
キ
リ
ス
ト
糞
の
私
轟
2

校
が
あ
脅
し
と
も
、
薫
の
存

続
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
3
画
掃
か
れ
た
検
討
票

で
、
要
員
か
急
払
r
市
外
の
生
鮎
石
多

い
江
津
工
業
の
喜
、
石
尊
重

鰐
頗
わ
る
帝
芦
　
r
普
遍
科
の
あ
る

叢
は
地
域
に
必
芦
な
ど
襲

存
誓
訴
え
る
芦
が
あ
里
方
、
r
教

2
校
の
定
員
謝
れ
常
態
化

貝
や
義
の
減
少
蛙
、
学
力
や
人
間

力
育
成
に
左
右
す
る
。
汀
津
と
江
津
工

業
の
統
嘉
に
は
穿
け
入
れ
ら

れ
る
」
と
い
っ
た
賓
も
出
た
勺

雲
委
員
は
惑
葺
の
多
く
が

江
津
、
蓋
の
放
か
れ
た
現
状
を

知
ら
な
い
こ
と
象
監
買
畠
塙
し
た
。

検
討
華
は
、
日
日
に
4
回
日
の
金
色

を
開
い
て
無
色
蕪
約
を
荷
重
で
、

市
聾
瀞
義
に
重
を
ま
と
め
、

県
教
賓
へ
孝
宇
島
。

「
存
続
」
か
「
統
合
」
か
分
か
れ
る
意
見

退
園
緬

萌
田
市
内
の
芸
首
癖
の
草
笛

3
年
間
の
平
喜
充
署
は
、
浜
田

等
、
浜
田
罵
・
易
、
窮
田
水

産
訓
・
易
で
、
定
義
れ
富
化

し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
浜
田
宴
は
2
0
1
3

年
度
ま
で
の
葦
風
3
学
級
T
2

0
人
）
が
、
1
4
年
度
か
ら
2
学
級
（
釦

人
）
に
減
り
、
娼
革
質
以
降
も
2
学
級

で
薫
。
鼎
教
嚢
が
定
替
Q
r
l
学
年

孟
と
な
っ
た
り
、
2
学
級
と
な
る

こ
と
が
見
込
訝
れ
る
」
と
い
う
警

蛮
T
に
当
て
は
ま
る
。

浜
田
水
産
は
既
に
基
準
に
彗
し
て

い
る
が
、
海
に
窯
し
た
実
畢

必
要
な
こ
と
や
、
歪
を
使
っ
た
長

期
の
海
洋
法
智
が
あ
る
な
ど
の
特
琶

水
産
、
商
業
基
準

市
内
の
中
学
校
の
卒
業
者
（
5
月
1
を
立
蔓

日
露
の
姦
曹
）
は
、
2
0
0
，
9
年
度
　
こ
れ
ま
で
2
度
聞
か
れ
た
会
合
で

の
5
6
0
人
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
り
、
は
、
将
器
耶
な
統
廃
合
の
可
誓
詞

遵
壷
3
月
卒
業
者
は
4
6
ウ
夫
V
今
野
に
入
れ
つ
つ
、
利
点
や
弊
習
に
つ
い

学
黒
髪
蒜
富
で
卒
業
者
は
4
8
0
～
て
琴
「
浜
田
水
産
と
浜
田
糞
が

に
記
威
し
、
香
に
な
っ
て
き
た
轟
4
9
0
人
程
度
で
推
移
す
る
。
　
　
統
合
す
れ
ば
青
葉
の
水
嚢
の
着

が
あ
る
。
だ
が
、
南
東
が
対
象
校
　
そ
ん
な
聖
和
は
昨
年
l
一
月
、
各
校
性
化
に
つ
な
が
皇
r
資
田
動
や
行
事

に
な
る
こ
と
で
、
同
校
と
浜
田
蛮
や
の
P
T
A
役
員
垂
将
兵
、
浜
田
奉
る
た
め
竺
鹿
の
嚢
が
必

浜
田
な
ど
の
統
合
の
可
能
性
も
出
で
く
商
工
会
寝
藁
警
部
人
で
構
成
芦
な
ど
統
合
に
前
向
き
な
意
見
が
上

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
粛
文
藻
の
在
り
垂
」
　
が
つ
た
。

に
該
当

一
方
で
、
「
進
路
選
択
の
瞳
を
持
た

せ
る
こ
と
が
大
空
　
「
少
人
数
の
方
が

か
え
っ
て
宇
摩
く
馨
し
で
も
ら
え
で

い
る
」
と
い
う
倒
癒
飴
も
あ
り
、
早

急
に
結
論
を
尊
く
の
は
難
し
い
状
況

だ。
会
合
は
今
後
2
国
聞
か
れ
、
市
は
意

見
粉
塵
蓄
え
た
上
で
、
5
月
ま
で
に
興

救
賓
へ
貰
望
す
る
。
市
費
蔀
の
前
禾

患
茨
長
は
「
市
民
嬰
芝
僻
な
意
見
を
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錐
を
遼

「
釆
琴
、
重
商
が
変
わ
る
」

I
t
県
西
韓
の
山
口
県
境
に
温

い
県
立
苫
巣
高
校
（
古
賀
町
七

日
市
）
は
2
0
1
4
年
1
2
月
、

町
内
の
4
中
学
校
の
生
徒
に
入

試
方
式
の
変
更
を
知
ら
せ
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ
た
。
在
校

生
や
卒
業
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

収
録
し
た
D
V
D
を
添
付
。
ア

イ
デ
ア
は
、
町
の
教
育
長
や
住

民
で
つ
く
る
「
後
援
会
」
が
提

案
し
た
。
同
校
は
、
0
1
年
度
に
始
め
た

「
申
高
一
賓
校
」
の
一
環
で
、

入
試
で
町
内
の
中
学
生
を
優
先

的
に
受
け
入
れ
る
「
特
別
選
抜
」

を
導
入
。
1
学
年
購
入
の
全
定

員
を
対
象
と
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
1
4
年
度
入
試
で

は
、
町
内
の
中
学
校
卒
業
生
餌

人
に
対
し
、
同
選
抜
に
志
願
し

た
の
は
㌘
人
。
不
足
を
補
う
た

め
薫
し
た
一
際
入
紙
の
志
麟

者
は
1
人
で
、
大
菅
定
員
軸

れ
を
起
こ
し
た
。
・

状
況
に
危
槻
感
を
抱
い
た
の

が
斎
藤
雅
典
校
長
（
哲
や
、
町

教
委
に
瀬
を
置
く
同
校
の
「
魅

こ
坪
山
猟
巧
蟹
し
い
K
デ
カ
か
・

通
学
バ
ス
で
8
～
1
2
㌔
の
距

離
を
3
0
分
余
り
か
け
て
想

う。
放
課
後
は
そ
れ
ぞ
れ
学
校

近
く
の
学
童
殉
設
で
過
ご
す

た
め
、
平
日
の
日
中
に
、
小

学
生
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
と

いう。変
化
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
小
学
生
や
就
学
前
の
幼

児
が
い
る
世
帯
が
、
地
区
を

出
て
爾
小
学
校
の
近
く
に
家

を
建
て
た
ケ
ー
ス
が
「
知
っ

て
い
る
だ
け
で
5
世
帯
あ
っ

た
」
と
南
原
増
長
は
言
う
。

学
校
の
跡
地
に
立
つ
南
原
博
文
館
長
＝

農
県
毎
帝
町
日
和

万
　
万
　
万
　
万
　
万
　
万
　
0

′

○

　

　

亡

J

　

　

4

　

’

⊃

　

　

2

　

一

－

レ
て
匡
ガ
貞
朗
を
示
し
た
C

は
5
8
年
ぶ
り
と
な
る
。

姿
琴
を
当
て
は
め
る
と

県
内
の
小
学
校
は
、
7
0
■
6

％
の
1
5
1
校
、
中
学
校
は

4
5
・
9
％
の
亜
校
が
対
象
と

なる。
「
教
育
襲
頓
の
充
実
」
を

う
た
う
国
の
硫
顔
色
加
速
の

動
き
に
対
し
、
地
域
か
ら
は
、

疑
問
の
声
が
上
が
る
。

1
4
年
1
2
月
に
あ
っ
た
興
町

村
会
と
県
と
の
人
口
減
少
対

策
に
関
す
る
意
見
交
換
ぎ

で
、
海
士
町
の
山
内
道
雄
町

長
は
「
学
校
を
維
持
す
る
こ

と
が
対
策
の
要
だ
」
と
述
べ

全
匡
¢
2
3
2
人
か
ら
7
0

6
万
5
千
円
を
集
め
る
な
ど

した。存
続
は
不
浩
明
だ
が
、
島

根
大
教
育
学
部
の
作
野
広
和

教
授
（
4
8
）
＝
過
疎
・
申
山
間

地
域
諭
甘
は
「
地
域
づ
く
り

に
は
学
校
の
有
無
が
大
き
く

か
か
わ
っ
て
い
る
。
住
民
と

の
合
意
形
成
が
で
き
な
い
ま

ま
、
安
易
に
再
編
に
突
き
進

ん
で
は
い
け
な
い
」
と
葦

を
鳴
ら
す
。

一

市
町
村
教
委
や
地
域
が
統

廃
合
に
匪
面
す
る
の
に
対

し
、
県
教
育
委
員
会
は
「
小
泉

覆
し
た
り
∵
蓮
教
会
や
既
災

教
室
な
ど
の
日
常
的
な
交
流

を
活
発
化
さ
せ
る
な
ど
し
て

いる。徳
島
県
教
委
の
草
野
純
一

・
学
校
政
策
課
鼻
は
「
地
方

創
生
に
取
り
組
む
中
で
、
学

校
の
存
続
や
教
帝
内
容
の
充

実
は
県
教
委
と
し
て
取
り
阻

む
べ
き
課
題
」
と
話
す
。

統
廃
合
の
議
論
が
迩
掛
ら

れ
な
い
中
で
、
島
根
県
で
の

小
学
校
の
「
適
正
規
模
」
は

兄
い
だ
せ
る
か
、
県
教
委
と

し
て
主
体
的
に
対
応
す
る
姿

勢
が
求
め
ら
れ
る
。

力
化
コ
ト
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

坂
田
紀
之
氏
（
5
7
）
ら
だ
っ
た
。

坂
田
氏
や
住
民
を
交
え
て
高

校
の
在
り
方
を
詰
し
合
い
、
1
5

年
度
入
試
は
、
特
別
選
抜
の
定

鼻
を
加
入
に
半
減
さ
せ
、
残
り

知
人
を
一
般
入
試
で
葬
る
方
式

に
改
め
た
。
町
内
の
中
学
生
に

と
っ
て
は
門
戸
が
狭
ま
る
た
め

〝
逆
効
果
″
が
懸
念
さ
れ
た
が
、

一
拍
蕃
技
の
志
願
者
は
1
4
人
。

定
員
謝
れ
は
避
け
ら
れ
な
い
も

の
の
、
県
外
の
中
学
生
2
人
が

含
ま
れ
る
な
ど
の
成
果
が
あ
っ

学
絹
盛
配
開
閉

風
を
吹
か
せ
よ
う
と
し
た
地
元

や
コ
ー
ヂ
ィ
泉
－
タ
ー
の
意
見

が
靡
動
力
に
な
っ
た
」
と
す
る
。

■

県
立
高
校
の
魅
力
化
に
向
け

た
取
り
組
み
の
先
駆
け
は
ハ
隠

岐
島
前
商
校
（
海
士
町
福
井
）

の
「
局
前
高
校
魅
力
肥
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
。
公
立
塾
を
立
ち
上

げ
た
り
、
全
国
か
ら
の
生
徒
を

受
げ
入
れ
た
り
す
る
行
吸
や
住

民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
が
奏
功

し
、
推
薦
入
試
へ
の
義
厳
暑
数

が
H
年
度
入
試
の
4
．
人
か
ら
1
5

年
度
入
試
は
5
5
人
に
増
加
。
こ

の
間
、
学
級
数
の
1
噂
を
実
現

さ
せ
た
。
岡
誓
参
考
に
、
県
教
育
委

員
会
は
1
1
年
度
に
同
校
や
竜
賀

高
校
な
ど
離
島
や
中
山
閣
地
域

の
8
校
を
「
魅
力
化
・
活
性
化

事
業
」
の
対
象
と
し
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
車
を
含
む
地

元
の
各
町
教
委
の
計
画
に
対
し

て
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
き

た
。
吉
汽
高
校
を
含
む
5
校
で
、

1
5
年
度
の
一
般
入
試
の
志
顔
倍

率
が
、
1
4
年
度
に
比
べ
て
上
が

る
な
ど
し
て
い
る
。■

県
立
高
校
の
生
徒
数
の
減
少

は
、
離
島
や
申
山
間
地
域
だ
抄

で
の
問
題
で
は
な
い
。

県
敬
重
が
飛
足
し
た
県
立
高

校
再
編
成
基
本
計
画
（
2
α
0

9
～
1
8
年
度
）
に
よ
る
と
、
1
9

年
3
月
の
申
学
校
卒
薬
者
は
㈱

年
3
月
に
比
べ
て
、
松
江
1
9

4
入
滅
▽
出
雲
1
5
4
入
滅
▽

益
田
1
2
4
人
減
▽
浜
田
9
5
人

減
で
、
都
市
部
で
も
軒
並
み
減

定
員
割
れ
常
態
化
や
私
立
台
頭

中
山
間
地
響
最
の
学
校
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
　
ー

少
。
一
部
の
高
校
で
は
、
定
員

剥
れ
が
常
態
化
し
た
り
、
私
立

高
校
と
の
競
争
で
埋
没
し
か
ね

な
い
状
況
が
出
て
い
竃
。

1
5
年
度
の
一
般
入
試
で
、
志

願
倍
率
が
県
内
で
最
も
低
か
っ

た
の
は
、
江
津
工
業
高
校
（
江

津
市
江
津
肘
）
の
0
・
別
儀
。

江
津
高
校
｛
同
市
都
野
津
肘
）

庵
0
・
9
1
倍
で
定
貝
割
れ
が
競

蕉
再
編
計
画
で
統
廃
合
の
検

馨
に
浮
上
し
た
。

′
．
↓
凛
に
は
、
私
立
の
石
男
智

軍
曹
開
校
（
同
市
渡
津
町
）
が

あ
驚
進
路
は
就
職
や
進
学

な
ど
遷
ま
ざ
ま
だ
が
、
近
年

は
磯
野
大
学
べ
の
合
格
者
を
撃

出
す
乱
な
ど
威
力
苛
で
台
頭
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
大
田
市
や

益
田
市
に
も
運
行
し
、
県
外

を
含
め
た
外
部
か
ら
生
徒
を

呼
び
込
ん
で
い
る
。
市
内
の

高
域
に
進
学
す
る
中
学
生
の

羞
雷
く
が
同
校
に
進
学
す
る

な
ど
、
相
乗
効
果
を
生
ん
で
い

る
？か
申
学
校
長
や
P
T
A
関
係

者
で
つ
く
愚
江
準
江
津
工
両

高
校
の
在
り
方
を
考
え
る
検
討

会
が
1
1
日
に
ま
と
め
た
報
告
賓

案
は
、
儲
舞
台
の
可
能
性
を
認

め
る
一
方
で
、
生
き
残
り
に
向

け
た
「
魅
力
化
事
業
」
を
都
市

部
で
も
検
討
す
る
必
要
性
に
言

及
し
た
。
隠
岐
垂
耶
高
校
の
魅
力
叱
コ

ー
デ
ィ
、
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
1
5

年
度
、
全
県
で
事
業
を
支
援
す

る
専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
就
任
す
る
予
定
の
岩
本
悠
氏

（
哲
は
「
高
校
と
地
域
の
協
働

の
場
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域

に
元
気
が
生
ま
れ
る
。
長
期
的

に
み
れ
ば
、
将
来
の
地
域
の
作

り
事
が
育
ち
、
地
域
に
帝
り
を

持
て
る
若
者
が
増
え
て
く
る
」

と
話
す
。
県
内
外
の
中
学
生
や
傑
逢
着

に
選
ん
で
も
ら
え
る
魅
力
あ
る

高
校
づ
く
り
は
、
一
朝
一
夕
に

は
い
か
な
い
。
た
だ
、
人
口
減

少
が
先
行
し
て
進
ん
だ
離
島
や

碑
山
間
地
域
で
芽
生
え
た
危
機

感
を
背
景
に
生
ま
れ
た
機
淫

を
、
全
県
で
育
て
て
い
か
な
い

事
は
な
い
。
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江
津
市
は
定
員
副
れ
が
続
く
市

内
の
県
立
高
校
の
在
り
方
を
考
え

る
検
紆
会
を
設
置
し
た
。

市
内
に
あ
る
江
津
高
校
、
江
津

工
業
高
校
の
県
立
2
校
は
定
員
謝

れ
が
続
き
、
こ
の
ま
ま
で
は
近
い

将
来
統
廃
合
が
見
込
ま
れ
て
い

る。
島
根
県
西
部
で
は
浜
田
市
で
も

浜
田
高
校
な
ど
で
入
学
者
が
定
員

を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、

県
立
高
校
の
再
編
問
題
が
浮
上
し

て
い
る
。
少
子
化
の
影
響
で
生
徒
確
保
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。
県

西
部
の
拠
点
校
で
あ
る
浜
田
高
で

さ
え
定
員
謝
れ
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
現
状
に
問
題
の
深
劾
さ
が
象
徴

さ
れ
て
い
る
。
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ

う
に
定
員
謝
れ
が
広
が
る
。

そ
れ
を
ど
う
食
い
止
め
る
か
。

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
く
中

で
教
育
の
巽
を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
ど
ん
な
方
策
が
可
能
な
の
か
。

将
来
も
見
据
え
な
が
ら
、
そ
の
た

め
の
議
論
を
検
討
会
で
深
め
て
ほ

しい。江
津
高
、
江
津
工
と
も
定
員
割

れ
が
常
態
化
し
て
い
る
。
共
に
1

学
年
3
学
級
（
定
員
1
2
0
人
）

だ
が
、
過
去
3
年
間
の
平
均
定
声

充
足
率
は
江
津
高
6
3
％
、
江
津
工

県
教
委
が
定
め
た
県
立
高
校
の

統
廃
合
基
準
で
は
、
普
選
高
校
は

1
学
年
2
学
級
の
学
校
で
2
年
連

続
し
て
定
員
充
足
率
が
6
0
％
を
下

回
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
、
近
隣

の
高
校
と
統
合
対
象
と
な
る
。

専
門
高
校
に
つ
い
て
は
1
学
年

2
学
級
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

れ
ば
、
統
合
を
検
討
す
る
。

（
1
学
級
）
を
廃
止
し
て
普
通
科

に
替
え
た
が
、
そ
れ
で
も
定
員
を

確
保
で
き
な
か
っ
た
。

江
津
工
高
は
最
近
の
入
学
者
が

8
0
人
前
後
と
3
学
級
（
1
2
0
人
）

維
持
が
微
妙
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
江
津
市
の
子
ど
も
の
数
は

減
っ
て
い
く
た
め
、
両
校
と
も
現

在
の
定
鼻
確
保
は
厳
し
い
。

率
性
」
に
は
欠
け
る
か
も
も
れ
な
．
州

生
徒
本
意
で
議
論
を
進
め
よ

71％。子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
る
の

に
加
え
、
江
津
市
内
に
あ
る
私
立

の
石
見
智
琴
鋸
高
校
に
か
な
り
の

生
徒
が
入
学
し
て
い
る
影
響
も
登

げ
で
い
る
。
大
学
進
学
や
部
活
野

な
ど
で
実
寮
を
挙
げ
て
い
る
同
校

に
は
浜
田
市
か
ら
入
学
す
る
生
徒

も
少
な
く
な
い
。

江
津
高
で
は
大
幅
な
定
員
謝
れ

が
続
い
て
い
る
た
め
、
2
0
1
5

年
度
か
ら
1
学
敬
減
の
1
学
年
2

学
級
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
入
学
者
が
定
員
の

0
0
％
を
下
回
る
年
が
続
け
ば
統
合

の
対
象
と
な
る
。

同
校
で
は
3
学
級
の
う
ち
特
に

定
員
謝
れ
が
大
き
か
っ
た
英
香
料

現
在
の
統
廃
合
基
準
は
、
教
育

の
質
を
保
つ
た
め
に
あ
る
程
度
の

生
徒
数
規
模
が
必
要
と
の
前
提
に

立
っ
て
い
る
？
教
員
の
配
置
や
部

活
動
を
維
持
す
る
上
で
学
校
演
横

を
重
視
し
て
い
る
。

し
か
し
少
数
で
も
教
育
の
賞
を

向
上
さ
せ
る
方
法
も
模
索
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
「
教
育
の
効

い
が
、
小
規
模
校
で
も
特
色
あ
る

教
育
を
目
指
す
。

そ
の
た
め
、
現
行
の
統
廃
合
基

準
を
「
不
磨
の
大
典
」
と
す
べ
き

か
ど
う
か
。
過
疎
化
と
少
子
化
が

加
速
す
る
中
で
基
準
を
見
直
す
こ

と
に
も
柔
軟
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

検
討
会
は
両
校
P
T
A
や
教
育

関
係
者
ら
で
構
成
。
両
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
議
論
し
、
本
年
度
中

に
検
討
績
乗
を
ま
と
め
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
来
年
度
に
県
教
委
に
要

請
す
る
。
両
校
を
単
独
で
維
持
し
て
い
く

の
か
、
そ
れ
と
も
統
廃
合
を
進
め

て
い
く
の
か
。
同
市
の
子
ど
も
の

数
の
推
誓
考
え
る
と
、
項
在
の

基
準
で
は
2
つ
の
高
校
を
維
持
し

て
い
く
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

進
学
と
就
職
の
進
路
を
遵
学
可

能
な
地
元
で
選
択
で
き
る
。
生
徒

本
意
で
議
論
を
深
め
る
べ
き
だ
。


